

















本稿では、スティーブン・Ｈ・マイルズの著書（Miles, S. H., The Hippocratic Oath and the 












































































































































































































































































































































                                                                                                                                        
1 アメリカ生命倫理学協会(American Association of Bioethics)会長を務め、アメリカ生命倫理人文学会
(American Society of Bioethics and Humanities)の 2000年殊勲賞を受賞している。またクローン技術を制限
したことで知られるクリントン大統領の生命倫理ワーキング・グループにもかつて所属していた。 











6 この点については、ラッドとリヒテンバーグの議論を参照されたい。cf. Vesilind& Gunn（Ladd, J., “The 
Quest for a Code of Professional Ethics: An Intellectual and Moral Confusion”; Lichtenberg, J., “What Are 
Codes of Ethics For?”）． 
7 cf. Jonsen, p.2111. 
8 『誓い』を含めたヒッポクラテス集成の成立年代、それぞれの文書の相互関係の議論に関しては、本










癒されたと伝えられている。cf. Kerényi, p.4, 103n.7. 
11 たとえば、S.ソンタグによれば、病に医学の中で軍事的な比喩が広く使われ始めるのは、1880 年代
以降であり、特に癌は社会に戦争を挑む侵入者や敵と見なされたのである。 
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